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まち裏ネットワーク
−「ハコモノ」に代わるまちの拠点−
RE-POSTURE OF THE TOWN BY THE FESTIVAL THAT ROOTED IN THE AREA





　I have a rethink on  the city studded with cores rooting in local community.The networking in 
the city is constituted of the narrow alleies around there for a long time and the structure and 
core of the city.I'm going to propose a project, which is that we success the histry and tradition 
remaining there.


















































































諏訪神社 ( 元禄 2 年 ) を鎮守社とするお祭りで、
10 月の第 2 土曜日を中日とする金・土・日曜日 
15 台の山車が佐原のまちを練り歩く。
夏祭り「本宿」( 画像６)
八坂神社 ( 嘉慶 2 年 ) を鎮守社とするお祭りで、
















・1989 年に誕生した佐原駅が 1980 年代の国鉄
分割民営化に伴い、東日本旅客鉄道 (JR 東日本 )
の駅となったあたり ( 水色 ) から駅を囲むように
東西南北に、  建物が建設された。
・1975 年 ( 水色 ) 時期は国道 356 号が開通した
ことも、広くまちが使われるようになっ た要因。









画像５　明治 42 年 「諏訪神社」
        大祭山車番組之図




































































ちの裏 ( 画像１５) になっているように感じた。
そこで私は、今ある観光客が使う表のネットワー
クに対し、地元住人のための裏ネットワークを歩
行者用路地を絡めて計画する。まち裏のネット
ワークを計画することで、まちを歩く楽しさ、歩
くことでまちの魅力を体感できるまちづくりを目
指す。
５-1．設計手法
　まちの構造から、地元住人のための裏ネット
ワークを歩行者用路地を絡めて提案する方法とし
て、既存の路地に対し建築と建築が作った道が路
地をつなぎ ( 画像１６)、日常では路地と建築を
地元住人が利用し、お祭り時には建築で観光客と
地元住人が交わることのできるものとなる。( 画
像１７)
また、それぞれの配置計画は、歩行者が自由に迷
い込む、巡りこむことのできるような計画を行
なった。そのために、敷地に対して、道を設定し
ボリュームを配置するのではなく、建築群の隙間
を道にする配置として計画する。( 画像１８)
画像１１　路地分類
画像１２　路地分類
画像１３　街の構造
画像１４　賑わう道 画像１５　街の裏
画像１６　ダイアグラム
空き家・空き地
駐車場・塀
etc
建築
地元住人の利用 (ケ )
観光客の利用 (ハレ )
建築
画像１７　ダイアグラム
画像１８　ボリュームに対する建築配置
５- ２．設計手法
　建築空間の設計手法としては、佐原の町の特徴
としてあげられる「出格子、出桁、軒桁、下見板
張、紋瓦、風切丸、通り土間、揚戸、店看板、冠
木門、板塀、路地 etc」( 画像１９）や、
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　内部と外部をきちんと分ける既存計画に比べ
て、新計画範囲は、内外をつなぐ空間とする。室
内を外にむき出しにするために、ガラス張りにす
ることで、内部と外部が入り混じる空間を目指す
ことや、境界を少なくするために土間を使用する
ことなどを使用し設計を行った。
６．謝辞
　コロナ禍によって、対面が厳しい中、オンライ
ンを使い、ご指導くださった赤松先生には 非常
にお世話になりました。また、スタジオとし て
指導してくださった小野田先生、副査の北山先
生、小堀先生にも感謝いたします。 そして、一
緒に悩んで考えてくれた同期、最後まで手 伝い
をしサポートしてくれた後輩の皆様にもとても感 
謝しています。  今回の修士設計を通して、家族、
同期、先輩、後輩 すべての人に支えられてきま
した。ありがとうござい ました。
　景観形成地区と伝統的建造物群保存地区の修景
などのプランを参考に計画を行う既存計画と、今
回新たに更新していく新計画を組み合わせて行
う。組み合わせていくことで、街並みを保全しな
がら佐原の町を新たに踏襲し、更新していく。( 画
像 20)
画像１９　佐原で見られる特徴
町並みガイドプランより
画像２０　ダイアグラム
